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Ｏ今回の美浜３号機の配管取替工事および定期検査開放機器の復旧にあたって 、 異物管理に関する協力会社ヘの説明会を実施し、��

異物管理の再徹底を図った。 （平成１９年５月２５日実施済み）��
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・異物確認を実施する直前に 、 異物確認者の作業服や作業靴などの清掃を行う。��
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